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1.1 目的
鳥取県鳥取市には「鳥取砂丘」がキラーコンテンツとして存在しているものの。物見遊山の観光

にとどまっているところがあり、観光消費が少なく、滞在時間が短いことが課題となっている。本
事業では全国的に見ても希少なまちなかでのグランピングを中心とした、まちなかの自然、歴史、
文化を活用したコンテンツの造成を行う。また、旅行商品として、2021年度に販売が見込まれる水
準となるようコンテンツを造成することを目的とする。
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1.事業概要

1.2 業務概要
事業名：歴史・文化薫る鳥取まちなかアクティビティ造成事業
事業対象：鳥取市
期間：令和3年6月9日（水）から令和4年1月28日（金）
商品造成のターゲット：Educated Traveler（Culture Hopper）
活用する観光資源：仁風閣（重文）、お寺・神社、鳥取民藝
高付加価値・地域ならではのコンテンツを造成するための方針
⇒

1.3 業務内容
事業内容を以下に示す。

① 海外市場調査および現地調査
対象市場である、米国、英国、豪州、フランス、ドイツ、

シンガポールの海外旅行に関心を持つ人に対してアンケー
トを実施。また、現地のユニークな観光資源を深掘と課題
抽出を目的に現地を訪問し受入環境を調査するなど、欧米
豪市場向けインバウンド誘客戦略を規定するためのデータ
を収集・分析・整理した。

② インバウンド誘客戦略の策定
旅行商品造成に向け、地域の指針となるインバウンド誘

客戦略を策定。他地域との差別化となるＵＳＰ （仮説）
を規定して高付加値型となるコンテンツを企画・開発した。

③ モニター調査・専門家の招請
規定した仮説検証のため、専門家を招請してフィード

バックによるＰＤＣＡを実施し、仮説の検証と旅行商品の
磨き上げを行なった。また、受入環境を整備するため一般
モニターを募集しモニター調査を実施した。

④ コンテンツの旅行商品化
インバウンド戦略と専門家のフィードバックやモニター

調査の結果を踏まえてコンテンツの旅行商品化を行った。

⑤ 販売体制・受入体制の構築
コンテンツのきめ細やかなメンテナンスおよび鳥取地域

へ還元する仕組みを構築するため受入体制の構築を行った。

図 2 フロー図

図 1 地図

1.4 事業工程
本事業の工程を以下に示す。

表1 事業工程表

図 3 体制図

1.5 体制図
本事業の体制図を以下に示す。

1.7 費用
本事業にかかった経費を以下に示す。

項目 費目 単価 数量 単位 小計（税込）

調査および戦略策定 委託費 2,198千円 1 式 2,418千円

コンテンツ開発・商品化 委託費 5,111千円 1 式 5,622千円

プロセス及びシステム整備 委託費 798千円 1 式 878千円

全体運営管理費 人件費 791千円 1 式 870千円

合計 9,790千円

表 2  事業費用

鳥取の目指すべき将来像を規定した上で、「欧米豪市場向
けインバウンド誘客戦略」を策定し、高付加価値型のコン
テンツを造成していく事で滞在日数の延伸、観光消費額の
向上など、経済波及効果を狙っていく。

1.6 コンテンツ造成にあたり協力を得た専門家
●Benjamin Lemar（カナダ出身/東京在住）、デスティネーションマーケティング
●夏至ちはる（旅行会社/金沢在住）、富裕層マーケティング
●Bradley Paul Bennett（米国出身/東京在住）、アドベンチャートラベラー
●Lucy Dayman（豪州出身/東京在住）、ジャーナリスト 他４名

1

事業準備

調査の実施

海外における
ニーズの把握

現地における
現状課題の把握

インバウンド誘客戦略の策定

地域共通のＴＰＣＥを規定

他地域と差別化を図るＵＳＰを作成

モニター調査・専門家の招請

専門家・旅行会社を招請（２名）

一般モニターを募集（８７名）

コンテンツの旅行商品化

滞在型コンテンツの造成（４商品）

コンテンツタリフの作成（日・英）

販売体制・受入体制の構築

鳥取県・鳥取市との連携

地元旅行事業者との連携

成果とりまとめ（報告書等の作成）

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
検
討
会

報告①

意見①

報告②

意見②

報告③

意見③

1 TPCE戦略策定

2 TPCE戦略策定

3 TPCE戦略策定

4 戦略共有 TPCE戦略策定

5 コンテンツ開発

6 設置場所選定 許可申請 施設運営 コンテンツ開発

7 コンテンツ開発

8 コンテンツ共有 コンテンツ開発

9 プロセス・システム整備

10 プロセス・システム整備

11 受入体制共有 プロセス・システム整備

12 進捗報告 コンテンツ開発 プロセス・システム整備

13 簡易報告 簡易報告 簡易報告 作業開始 納品報告書作成

コンテンツ造成検討会-②

オペレーション体制の構築

販売方法の検討・方針策定

コンテンツ造成検討会-③

関係者進捗報告（中国運輸局+麒麟のまち観光局）

地域資源の再整理・実地調査

戦略策定「TPCE / USP」

コンテンツ造成検討会-①

滞在型コンテンツ造成（一部再委託：アドバル）

グランピングの設営・検証（再委託：アドバル）

モニターツアーの実施

10月 11月 12月 1月 2月

海外ニーズの調査（再委託：ANA総研）

項目
令和3年 令和4年

備考
4月 5月 6月 7月 8月 9月
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※ 図 １ （ ⾚ 字 は本 事 業 の適 応 範 囲 ）

※ 図 ２ TPCE / USP（イメージ図）

●戦略策定のステップ

観

光

資

源

の

潜
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⼒

調

査

調査
⼿法

（ 国内） 現状の観光資源の
抽出・整理

（ 海外） 潜在的観光資源の
掘り起こし

デスク
リサーチ

現地視察

弊社・専⾨チームにて調査を実施

●海外スタッフによる調査・分析
●トラベルチームによる実調査

（ 観光資源）
●グランピングチームによる実地調査

（ グランピング運営）

ANA総研にて調査実施

●スタッフによる調査・分析
●パートナー社との合同調査

（ 海外ヒアリング）

仮説

設定

調査結果を基に観光資源を再整理した仮説を設定

●インバウンド誘客の基盤となるTPCEの仮説を設定する

共有

擦合せ

コンテンツ造成検討会①の開催

●調査結果、仮説設定について内容の共有/議論

事前

ヒアリング

モニターで招請する候補者に事前に観光資源に関してヒアリング

●⿃取に関する印象、訪問する観光資源の期待度についてヒアリング

仮説

検証

モニターとして招請者を受⼊・テーマやコンセプトの合致度を⾒極める

●招請を通して仮説検証を⾏い戦略のブラッシュアップを⾏う
●招請者の態度変容等も調査し戦略に反映していく

共有

擦合せ

コンテンツ造成検討会②の開催

●仮説検証の結果を踏まえた戦略の共有/議論

調査をもとにコンテンツ開発に向けたストーリーを構築しコンセプトを設計
関係者を交えたコンテンツ造成検討会を適宜開催し⽅向性を整えていく
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2. 海外調査および現地調査

＜検討概要＞
地域の指針となるインバウンド戦略を策定すべく、最新の海外旅行ニーズの把握や現地のユニークな
観光資源の深堀および受入側のインバウンド対応の課題を把握するため調査を実施した。
＜得られた成果＞
・コロナを経験したことで変化があった海外市場の旅行ニーズを把握しコンテンツに反映させた。
・インバウンド戦略の起点となる「ターゲット」「ポジション」「コンセプト」「コアな体験」を明確化
し、他地域との差別化となるコンテンツの強みとなるＵＳＰを作成した。

2.1 調査概要
高付加価値型のコンテンツを造成するため、インバウンド戦略の策定を目的とした調査を実施し

た。インバウンド戦略の概要及び設計について以下に示す。

図 4 戦略策定フレームと調査設計

図 5 調査対象者、サンプル数

2.2 調査結果
調査を行った結果以下のことを把握することができた。
(1) 以下、表３に示す通り。

項目 内容

市場回復の見込

・インバウンド需要がコロナ以前に戻るのは2024年頃の見込み・

・市場回復のシュミレーションを踏まえて、コロナ前とは異なる市場変化を踏まえた需要変化

を先取りしたアプローチが必要。

市場回復の優先度

・ワクチン接種率と購買意欲の因果関係が見られ、ワクチン優位な欧米市場からの需要回復が

見込まれる。例えば、米国ではトラベルバブルによって水際対策が緩和された中南米への

旅行が旺盛であり、旅行会社も積極的なプロモーションを展開している。

市場を牽引する
ターゲット

・キーワードは経済的/時間的にも余裕のある富裕層や特定の目的で旅をするＳＩＴ層が有力

とされる。

・日本政府としても重要視されるターゲットとして富裕層の取込みに注力している。

旅行の価値変化

・With/Afterコロナの時代では地方デスティネーションの旅の価値が向上しており「解放感・

人との繋がり・持続可能性」が新たなニーズとして定着している。

・コロナを経験する中で「物見遊山」から「自然×体験」を求めるニーズが増加。旅行にかけ

る予算も増えており、安全を求める声も多くなっている。

ターゲット
・訪日無関心層の誘客に向けて「旅行者のニーズ（パッション）」×「鳥取の魅力」でター
ゲットを明確化。欧州に多く見られる ”Educated Traveler” の中でも「Culture Hopper」
に旅行者像を規定した。（対象市場の潜在需要 約9,000万人）

コンセプト
・地名を出さずに観光資源を軸にとした仮説となるデスティネーションコンセプト/テーマを
調査した結果「雄大な砂丘と日本古来の城下町が拡がる摩訶不思議なコーストライン」が有効
的であると判明したため、本コンセプトを体現するコンテンツに反映させた。

コアな体験

（市街地）歴史探訪・鳥取民藝
（海岸線）浦富海岸スロートレイル
（自然）砂丘と市街地を繋ぐサイクリング
（自然）三徳山・修験道

商品コンセプト
（ＵＳＰ）

鳥取のまちなかに根付く観光資源を活用して３つの商品コンセプトを設定した。
・歴史文化薫る「仁風閣グランピング」
・お坊さん、神主さんと巡る鳥取歴史探訪
・専門家から学ぶ鳥取民藝

受入整備

・鳥取のまちなかに点在する観光資源（歴史・伝統文化・伝統芸能など）はユニークなもの

が多い印象であるが、物見遊山となる施設や観光に活用されてないものが多く非常に勿体

無いため、滞在型コンテンツとなるための開発や磨き上げが必要。

表3 調査結果概要

2.3 調査結果の反映
調査を行った結果、以下の対応を行った。

・インバウンド戦略に基づき、ターゲットセグメントとなる”Culture Hopper”を対象として、ま
ちなかに点在する文化的な観光資源を体験型として提供するコンテンツの造成を行う。

・歴史文化薫るまちなかのコンテンツについては、鳥取が保有する重要文化財の仁風閣を起点に、
鳥取城跡付近のお寺と連携した歴史探訪や、鳥取の伝統文化である民藝をテーマにしたコンテン
ツをインバウンド向けに開発していく。

2

ターゲットトライブT

ポジショニング

(想定される世界の競合)P

推定マーケットボリューム

C コアになる体験E

キーとなるプレイヤー／体験提供者

自然と伝統文化をテーマにした
ツアーに対する関心層

主要6カ国 約9,000万人

本事業のターゲットセグメント（ET層/SIT層）を地方へ誘客するためには、日本滞在期間中（例：欧米平均
10〜14日間）の旅程を考慮した広域での提案、最低でも３日間の旅程を組むことが可能なテーマ性を持っ
た滞在型コンテンツが必要であると考察する。
本事業では3日間の旅程において市街地に２泊させるため３つの滞在型コンテンツを造成する。

• 歴史文化薫る「仁風閣グランピング」

• お坊さん、神主さんと巡る鳥取歴史探訪

• 専門家から学ぶ鳥取民藝

（市街地）歴史探訪・鳥取民藝

（海岸線）浦富海岸スロートレイル

（自然）砂丘と市街地を繋ぐサイクリング

（自然）三徳山・修験道

歴史探訪・鳥取民藝

■鳥取市文化財団（民藝・仁風閣）

■民藝美術館／旧吉田医院

■観音院・興禅寺・長田神社

■麒麟獅子

■アドセンターパル

浦富海岸スロートレイル

■神姫バス

砂丘と市街地を繋ぐサイクリング

■一般社団法人鳥取県地域教育推進局

・モロッコ（サハラ砂漠）

・アメリカ（カリフォルニア）

・イタリア（チンクェ・テッレ）

・スペイン（リュレット）

デスティネーション・コンセプト

日本ならではの文化やアートに興味のある

Educated Traveler

-Culture Hopper-

商品コンセプトＵ Ｕ Ｕ

雄 大 な 砂 丘 と

日本古来の城下町が拡がる

摩訶不思議なコーストライン
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3. コンテンツの情報収集および検証

＜検討概要＞
現地調査によって深掘したコンテンツの情報を整理。インバウンド戦略に基づき４つのコンテンツを抽出
した。①仁風閣グランピング ②お坊さんガイドリレー ③座禅体験と薬膳料理 ④学芸員に学ぶ民藝

＜得られた成果＞
・モニター調査およびモニターツアーを行った結果、②お坊さんガイドリレーによる歴史探訪と④学芸員
に学ぶ民藝のコンテンツが人気を集めた。

3.1 コンテンツ造成検討会の実施概要
以下の日程においてコンテンツ造成検討会を実施した。

コンテンツ造成検討会日程

時間 場所 参加人数 テーマ

第1回
令和3年10月20日
（水）14時～15時

仁風閣
宝扇庵

10人
 調査結果の報告
 インバウンド戦略の共有と議論
 コンテンツ（仮説）の共有

第2回
令和3年12月23日
（木）13時～14時半

鳥取市
役所

15人
 仮説検証結果およびモニター調

査のフィードバックを共有
 コンテンツの方向性議論

第3回
令和4年1月27日
（木）13時～14時半

仁風閣
宝扇庵

人

 コンテンツおよび旅行商品内容
の共有

 販売体制、受入体制の検討
 事業報告の共有

表 4 コンテンツ造成検討会一覧

3.2 磨き上げの方針
訪日外国人向けの磨き上げの方針は、コンテンツ造成検討会を通して、以下の3点に留意して磨き

上げを行うこととした。

滞在型コンテンツ名 内容

仁風閣グランピング
国の重要文化財である仁風閣の敷地内に宿泊施設となるグ
ランピングを設置して、訪日・国内の需要性を検証する。

お坊さん・神主さんと巡る
鳥取歴史探訪

本物の住職や神主がガイドとしてリレーしながら街歩き
（お寺めぐり）を行い商品として成立するか検証する。

座禅体験と薬膳料理
地元のお寺やレストランと連携して朝食と組み合わせたリ
トリートな体験を提供。訪日・国内の需要性を検証する。

学芸員に学ぶ鳥取民藝
海外の美術館や博物館と同じように学芸員がガイドして地
域の伝統文化を学ぶ体験に磨き上げる。

① 調査結果を反映させたインバウンド戦略に基づき。鳥取のまちなかに点在する観光資源を活
用した４つの仮説（コンテンツ）を設定し有識者と共有・議論すること

② モニター調査および専門家のフィードバックと有識者の意見を踏まえてコンテンツの内容を
具体的に検討すること

③ コンテンツの商品化に向けて次年度以降の方向性と販売体制・受入体制を検討すること

3.3 意見抽出と対応表
コンテンツ造成会の結果を踏まえ、コンテンツの方向性について検討した。以下に参考となった

意見及び造成コンテンツの方向性について示す。

施設名称 抽出意見(問題提起) 打ち手（課題、手段）

① グランピング
久松公園・二ノ丸

獣害や一般利用者も利用する場所であるた
め安全面での課題がある。

国の重要文化財である仁風
閣を利用して実証を行う。

② あおや和紙工房
鳥取市ではあるもののまちなかから距離が
ある。コンテンツとしてはユニークである。

グランピング施設のワーク
ショップとして組入て検証。

③ 製菓店と連携した
お菓子作り

ワークショップができる場所確保の問題が
ある。

優先順位としては低く、来
季以降で検討。

④ まちなかを巡る
サイクリング

保管場所・管理責任者の問題。またコンテ
ンツ造成時期が冬季となり寒い。

今期事業では見送り。

⑤ 旧吉田医院
鳥取民藝プロデューサー吉田璋也の実家。
普段は解放されていない。

民藝コンテンツに組込み商
品化を行う。

⑥ たくみ割烹
民藝と繋がりの深いしゃぶしゃぶ発祥の店。
ひとりしゃぶしゃぶは普段提供されてない。

民藝コンテンツに組込商品
化を行う。

⑦ 長田神社・興禅寺
観音院

お寺や神社はキラーコンテンツになり得る
のか。

住職・神主ガイドにスポッ
トを当てた商品とする。

⑧ ギャラリーを借りた
陶芸体験

まちなかでギャラリー等を借りた陶芸体験
よりは窯元を訪れての体験が満足度が高い。

市街地ではないが窯元を訪
問する商品造成を検討。

⑨ 住職・神主による
ガイドリレー

体験時間が２時間では短い。
２時間３０分のプログラム
に変更する。

⑩ 住職・神主による
ガイドリレー

各スポットで説明する内容が国内市場向け
とインバウンド向けで変更が必要。

英語の案内資料の整備。
通訳ガイドの育成。

⑪ 学芸員による
ガイド

体験時間が２時間だと長い。
昼食を加えて２時間３０分
のプログラムに変更。

⑫ 学芸員による
ガイド

インバウンド市場の場合時間配分と説明が
難しい。

英語の案内資料の整備。
通訳ガイドの育成。

⑬ 仁風閣グランピング
（宿泊）

重文でのグランピングは魅力的であるが事
業性の担保と使用許可に課題が残る。

デイユースやイベントでの
活用を検討。

⑭ 仁風閣グランピング
（櫓バー）

重要文化財を観光活用したコミュニティー
作りは魅力的。

イベント的に商品化を目指
して調整する。

表 5 抽出された意見及び造成コンテンツの方向性（抜粋）
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4. モニターツアー等の実施

＜検討概要＞
・設定した仮説検証を目的として国内在住の外国人専門家、または海外と強いネットワークを持つ旅行会
社を招請して彼らのフィードバックを元に改善策を検討する。

＜得られた成果＞
・モニターツアーを行った結果、インバウンド戦略の仮説について有効性を確認することができ、今後コ
ンテンツの磨き上げや旅行商品化に活用できる多くの意見を収集できた。

4.1 モニターツアー等の実施
仁風閣にグランピング施設を設置してそこを起点にした鳥取まちなか周遊のモニターツアーを実

施した。モニターツアーにはそれぞれ有識者が参加し、専門的な観点より課題点を抽出した。
また、仁風閣グランピングでは一般モニターの募集も行い、実際の宿泊を通して受入側の課題抽

出とオペレーションの品質向上に努めた。

表 6 モニターツアー等の実施

モニターツアー等日程

時間 場所 参加者 人数

モニターツアー 令和3年10月21日
～24日

鳥取県鳥取市
・仁風閣グランピング、櫓
バー、座禅体験と薬膳料理
・歴史探訪
・鳥取民藝

・観光マーケッター
・富裕層旅行会社

2人

モニター調査 令和3年10月21日
～11月14日

鳥取県鳥取市
・仁風閣グランピング、座禅
体験と薬膳料理

・アドベンチャートラベラー
・ジャーナリスト
・メデイア
・旅行会社
・通訳案内士
・一般モニター

70人

図6 モニターツアーの様子

4.2 モニターツアー結果
モニターツアーより以下のような意見を収集し、各コンテンツの解決策を検討した。

表 7 抽出された意見及び造成コンテンツの解決策（一例）

コンテンツ名 モニター意見 解決策
改善実施有無
（2022年3月時点）

仁風閣
グランピング

・重文敷地内に宿泊する体験は
特別であるが水回りが不便であ
る。

・連泊は不要。

・まちなかにある宿泊施設の
サービスレベルに比べて劣る。

・重要文化財である仁風閣の建
物内にあるトイレなどを使用し
ているため改善は不可能。

・宿泊施設としてではなく、デ
イユースでのグランピングやイ
ベントと連携した活用を模索す
る。

実施済

仁風閣
櫓バー

・普段入ることができない夜間
の仁風閣に入れる特別感、「大
正ロマン」を感じる演出は満足
度が高かった。

・運営オペレーション（メ
ニューやシステムの案内）や、
ドリンクメニューのバリエー
ションに課題を残した。

・運営マニュアルの改定、およ
び運営回数を重ねることによる
経験値向上。

・お客様へのご案内するチラシ
等に詳細の説明書きを加えるな
ど工夫を行う。

実施済

住職神主と巡る
鳥取歴史探訪

・お寺のお坊さんと神社の神主
さんがリレーでガイドするのは
他では経験できないコンテンツ
である。

・各訪問先でのお手前も特別感
があり満足度の高い内容。

・もう少しゆっくりと時間を設
定して欲しかった。

・ツアーの時間を２時間で組ん
でいたが、意見を元に２時間３
０分に延長して設定する。

実施済

学芸員に学ぶ
鳥取民藝

・陶芸・木工・紡績・和紙など
の手仕事の原点である民藝の考
え方を学芸員の説明で深く知る
ことができるのは良い体験。

・説明時間が長いのと専門的な
用語が多く通訳の技術が問われ
る。

・昼食を含めてツアーの時間を
３時間（内２時間は民藝）で設
定していたが、民藝の部分を１
時間〜最大１時間３０分に修正
して設定する。

実施済

座禅体験と
薬膳料理

・早朝座禅の体験であったため
普段と異なる時間の流れや自分
と向き合うことができて満足度
の高い体験。但し、冬場の１時
間は長く感じた。

・薬膳料理もシェフから説明が
あり内容も素晴らしいが配膳の
タイミングが遅い。

・商品の設定日を温かい季節
（春〜初秋まで）に実施する。

・料理の配膳については、10名
以上の予約がある場合、時間を
ズラすなど工夫をしてスムーズ
な対応ができるように調整す
る。

実施済
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5.4 造成したコンテンツ
造成したコンテンツを以下に列挙する。

5. 事業成果

＜検討概要＞
・造成されたコンテンツについて、設定していたアウトプットおよびアウトカムについて比較する。
＜得られた成果＞
・アウトプットについては予定通り目標値と同様の商品を造成した。
・アウトカムについては、1月28日時点で販売されていない。

5.1 事業目標に対する成果
アウトプットコンテンツ４件の目標に対し４件となり達成した。
アウトカムは現在販売体制構築中である。

項目 目標 実績(1月28日時点)

アウトプット 造成コンテンツ数 4件 4件

アウトカム 販売数 335件 0件

5.2 コンテンツの造成方針
コンテンツの造成方針を以下の通りとし、商品造成を行った。

表 8 コンテンツ造成一覧

N
O

エリア 地域名
新
規

パッ
ション

コンテンツの名
称

概要 高付加価値・地域ならではのポイント

1 鳥取県 鳥取市 ✔
Relaxa
tion

グランピング
ガーデン仁風
閣

国の重要文化財である仁風閣の敷地内にて
期間限定のダイニングバーやグランピング
（日帰り）を設置して大正ロマン溢れる演

出の雰囲気を楽しむことができる。

国の重要文化財を観光に活用した特
別な体験コンテンツ。旅行者と地域
の肩を繋ぐコミュニティの役割を担

う。

2 鳥取県 鳥取市 ✔
Tradit
ion

お坊さん・神
主さんと巡る
歴史探訪

お坊さん神主さんがガイドとなり、リレー
形式で鳥取城跡付近の寺社仏閣を巡るコン
テンツ。訪問先では抹茶体験や説法を聞き

ながらの庭園鑑賞、更にはご祈祷を体験で
きるなど盛りだくさんの内容

物見遊山での訪問または観光に使用
されていなかった寺社仏閣を舞台に、
住職神主がリレー形式で鳥取の歴史

をガイドしひとつのストーリーで繋
ぐ。

3 鳥取県 鳥取市 ✔
Tradit
ion

座禅体験と薬
膳料理

本物のお坊さんから座禅を教わり自分の
「ココロ」と「カラダ」と向き合う体験。
座禅の後には薬膳料理をシェフの説明を聞

きながらカラダの中からリフレッシュでき
る体験。

市街地の宿泊者を対象とした体験型
コンテンツ。ビジネスホテルが多い
市街地の環境を逆手に体験型の朝食

して提供する。（滞在延伸）

4 鳥取県 鳥取市
Tradit
ion

学芸員に学ぶ
鳥取民藝

鳥取の伝統文化である民藝を民藝プロ
デューサー吉田璋也の歴史と共に学芸員か
ら学ぶ。学びの後には民藝と関係性の深い

たくみ割烹（じゃぶしゃぶ発祥の店）で昼
食を愉しむことができる。

国内富裕層向けに提供されていたコ
ンテンツをインバウンド向けに磨き
上げ、本商品のみの特別メニューを

組み入れた昼食を付加している。

当初 最終 変更理由

ターゲット Educated Traveler Educated Traveler なし

観光資源 歴史と文化 歴史と文化 なし

5.3 造成したコンテンツの高付加価値・地域ならではのポイント

インバウンド戦略を定めたことで狙うべきターゲットを明確にしたことで、海外の趣味・嗜好を踏まえた
観光資源に絞り込むことが可能となった。また、これまで観光の受入をしてこなかった地域のお寺や学芸
員などに着目し、それぞれの本業と関連した観光コンテンツを作り上げ（または磨き上げ）特別な付加価
値とすることで高単価且つ地域の観光事業者にも還元できるモデルとした。
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